
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第二部  参 照 情 報 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 

  第１ 参照書類

 

   機構の経理の状況その他の事業の内容に関する重要な事項及びその他の事項については、以下に掲げる書類を      

ご参照ください。 

 

    「債券内容説明書（法人情報） 平成 17 事業年度」（平成 18 年 9 月 30 日付作成） 

 

 

  第２ 参照書類の補完情報

 

   上記に掲げた参照書類としての「債券内容説明書（法人情報） 平成 17 事業年度」に記載された「事業等のリスク」

その他の内容について、当該「債券内容説明書（法人情報） 平成 17 事業年度」の作成日以降本債券内容説明書（証

券情報）作成日（平成 19 年6月21日）までの間において、変更及び追加事項が生じております。以下においては、当該

変更及び追加事項を含む内容を記載しており、変更及び追加箇所は下線で示しております。 

 

第1 法人の状況  

2 沿革 

    
年  月 事     項  
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 平成 16 年 4 月 日本育英会、財団法人日本国際教育協会、財団法人内外学生センター、

財団法人国際学友会、財団法人関西国際学友会の各公益法人及び国が実

施してきた事業を整理・統合し、独立行政法人日本学生支援機構設立 
 

  
機関保証制度を導入   
法科大学院生や日本人学生の海外留学を対象とした奨学金の導入 

第一種奨学金の貸与月額の改定（1,000 円の増） 
 

平成 17 年 4 月 
 

 
有利子奨学金の貸与制度及び資金調達制度の見直し 平成 19 年 4 月 
  

 

3 事業の内容 

（４）事業の概況 

⑨ 奨学金の原資、貸与利率及び借入金の償還 

第一種奨学金については、国の一般会計からの借入金（以下「政府借入金」という。）及び過去に貸与した

第一種奨学金の返還者からの回収金を原資として奨学金の貸与を行っており、国の一般会計からの借入れ、奨

学生への貸与は、ともに無利息となっています。 

第二種奨学金については、これまで国の財政融資資金（平成 12 年度までは資金運用部資金）からの借入金、

財投機関債の発行により調達した資金（平成 13 年度から）及び過去に貸与した第二種奨学金の返還者からの回

収金を原資として奨学金の貸与を行ってきました。平成 19 年度からは、貸与期間中奨学生に対する毎月の貸与

に充てる資金として、従来の調達方法に加え、民間金融機関からの借入（以下「民間借入」という。）を活用し

ています。この借入は 3 ヶ月以内及び 1 年以内の償還期日ごとに借換（ただし平成 19 年度においては、一部

を財政融資資金（元金均等償還、半年賦、借入期間 5 年以内、据置期間なし）で借換える予定）を行い、最終
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的に、奨学生の卒業等により貸与期間が終了した際に、一括して財政融資資金等の長期資金に借換えることと

しています。こうした新たな調達方法につきましては、「（６）損益構造について ③有利子奨学金の貸与制度

及び資金調達制度の見直し」の項で説明しております。 

なお、平成 18 年度以前に採用された第二種奨学金の奨学生への貸与利率は、これまで通り原則として年 3%

で、財政融資資金からの借入金の利率（貸与する当該月の資金に財投機関債の発行により調達した資金を充て

る場合、該当する財投機関債の利率と財政融資資金の借入利率を加重平均した利率）が 3%未満の時は、当該利

率を奨学金貸与の利率とする（注）旨定められています(独立行政法人日本学生支援機構法施行令（平成 16 年

政令第 2 号。以下「機構法施行令」という。）第 2 条及び附則第 2 条)。平成 19 年 5 月分の奨学金の貸与利率

は、財政融資資金の借入利率（平成 19 年 4 月 11 日改定、年利 1.3%）が用いられています（表１）。  

（注）平成 15 年 3 月 31 日以前に入学し、かつ平成 16 年 3 月 31 日までに採用された奨学生に対する奨学

金貸与の利率については、「財政融資資金からの借入金の利率が 3%未満の時は当該利率」とする旨定めら

れており、財投機関債の発行により調達した資金を当該月に貸与する奨学金資金に充てる場合も該当する

財投機関債の利率は奨学金貸与利率に反映されません。以下の説明においても同様です。 

 一方、前述の有利子奨学金の貸与制度及び資金調達制度の見直しに伴い、平成 19 年度からの新規奨学生に

対する貸与利率は、貸与期間終了時に借換えた財政融資資金等長期資金の借入利率が適用されます。また平成

19 年度から採用された新規奨学生については、第二種奨学金の利便性をさらに高めるために、利率固定方式・

利率見直し方式（返済期間中、概ね 5 年毎に利率を見直し）を選択できることとなりました（表 2）。なお貸与

利率はいずれの方式も 3%が上限となっています。 

（以下省略） 

 

（表 1）平成 18 年度以前の採用者に係る第二種奨学金の貸与利率と財政融資資金（元金均等償還、半年賦、5 年金利見直し

における当初 5 年間の金利、借入期間 19 年超 20 年以内、うち据置期間 3 年超 4 年以内）借入金利等推移表 

（平成 15 年 4 月以降） 

 年 月 第二種奨学金 
貸与利率 

財政融資資金 
借入金利 財投機関債金利 

平成 15 年 4 月 0.30％ 0.3% － 
5 月 0.30％ 0.3% － 
6 月 0.20％ 0.2% － 
7 月 0.20％ 0.2% － 
8 月 0.52％ 0.5% 0.52%（第 4 回日本育英会債券） 
9 月 0.40％ 0.4% － 

10 月 1.00％ 1.0% － 
11 月 0.60％ 0.6% － 
12 月 0.73％ 0.8% 0.70%（第 5 回日本育英会債券） 

平成 16 年 1 月 0.70％ 0.7% － 
2 月 0.60％ 0.6% － 
3 月 0.53％ 0.5% 0.64%（第 6 回日本育英会債券） 
4 月 0.70％ 0.7% － 
5 月 0.70％ 0.7% － 
6 月 0.70％ 0.7% － 
7 月 0.97％ 0.7% 1.18%（第 1 回日本学生支援債券） 
8 月 0.80％ 0.8% － 
9 月 0.90％ 0.9% － 

10 月 0.70％ 0.7% － 
11 月 0.70％ 0.7% 0.70%（第 2 回日本学生支援債券） 
12 月 0.70％ 0.7% － 

平成 17 年 1 月 0.60％ 0.6% － 
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年 月 第二種奨学金 
貸与利率 

財政融資資金 
借入金利 財投機関債金利 

2 月 0.62% 0.6% 0.66%（第 3 回日本学生支援債券） 
3 月 0.60% 0.6% － 
4 月 0.60% 0.6% － 
5 月 0.60% 0.6% － 
6 月 0.50% 0.5% － 
7 月 0.58% 0.5% 0.62%（第 4 回日本学生支援債券） 
8 月 0.50% 0.5% － 
9 月 0.60% 0.6% － 

10 月 0.60% 0.6% － 
11 月 0.90% 0.8% 0.90%（第 5 回日本学生支援債券） 
12 月 0.90% 0.9% 0.90%（第 5 回日本学生支援債券） 

平成 18 年 1 月 0.90% 0.9% － 
2 月 0.92% 0.9% 0.94%（第 6 回日本学生支援債券） 
3 月 1.00% 1.0% － 
4 月 1.30% 1.3% － 
5 月 1.30% 1.3% － 
6 月 1.50% 1.5% － 
7 月 1.58% 1.5% 1.62%（第 7 回日本学生支援債券） 
8 月 1.40% 1.4% － 
9 月 1.40% 1.4% － 

10 月 1.20％ 1.2％ － 
11 月 1.49％ 1.2％ 1.52%（第 8 回日本学生支援債券） 
12 月 1.30％ 1.3％ － 

平成 19 年 1 月 1.30％ 1.3％ － 
2 月 1.03％ 1.3％ 0.90%（第 9 回日本学生支援債券） 
3 月 1.30％ 1.3％ － 
4 月 1.30％ 1.3％ － 
5 月 1.30％ 1.3％ － 

（注）平成 15 年 3 月 31 日以前に入学し、かつ平成 16 年 3 月 31 日までに採用された奨学生に対する奨学金の貸与利率は、

財政融資資金借入利率と同率となります。   
 

（表 2）平成 19 年度以降の採用者に係る第二種奨学金の貸与利率と財政融資資金借入金利等推移表 
第二種奨学金貸与利率 財政融資資金借入金利 

貸与終了年月 
利率固定方式 利率見直し方式 

元金均等償還、半年賦、 
借入期間 15 年超 16 年

以内、 
うち据置期間 1 年以内 

元金均等償還、半年賦、 
5 年金利見直しにおけ

る当初 5 年間の金利、 
借入期間 15 年超 16 年

以内、 
うち据置期間 1 年以内 

平成 19 年 4 月 1.70％ 1.20％ 1.7％ 1.2％ 
5 月 1.70％ 1.30％ 1.7％ 1.3％ 

（注）利率固定方式による貸与利率が元金均等（期間 16 年うち据置 1 年）による借入利率に、また利率見直し方式による

貸与利率が半年賦 5 年金利見直し貸付における当初 5 年間の借入金利に対応しています。 
〔ご参考 1〕「日本学生支援債券」及び「日本育英会債券」発行の状況  

 日本学生支援債券 
回 号 発 行 年 月 日 発 行 額 年限 発行金利 
第１回 平成 16 年  7 月 5 日 300 億円 5 年 年 1.18% 
第 2 回 平成 16 年 11 月 5 日 300 億円 5 年 年 0.70% 
第 3 回 平成 17 年  2 月 4 日 160 億円 5 年 年 0.66% 
第 4 回 平成 17 年  7 月 5 日 400 億円 5 年 年 0.62% 
第 5 回 平成 17 年 11 月 4 日 400 億円 5 年 年 0.90% 
第 6 回 平成 18 年  2 月 3 日 300 億円 5 年 年 0.94% 
第 7 回 平成 18 年  7 月 5 日 400 億円 5 年 年 1.62% 
第 8 回 平成 18 年 11 月 6 日 400 億円 5 年 年 1.52％ 
第 9 回 平成 19 年  2 月 5 日 370 億円 2 年 年 0.90％ 



日本育英会債券                           
回 号 発 行 年 月 日 発 行 額 年限 発行金利 
第１回 平成 13 年 12 月  5 日 100 億円 10 年 年 1.59% 
第２回 平成 14 年 10 月 28 日 360 億円 5 年 年 0.50% 
第３回 平成 15 年  2 月  3 日 200 億円 5 年 年 0.44% 
第４回 平成 15 年  8 月  5 日 300 億円 5 年 年 0.52% 
第５回 平成 15 年 12 月  5 日 260 億円 5 年 年 0.70% 
第６回 平成 16 年  3 月  5 日 50 億円 5 年 年 0.64% 
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（６）損益構造について 

※ 平成 19 年 6 月 21 日現在、株式会社日本格付研究所（JCR）よりAA+、株式会社格付投資情報センター（R&I）
よりAAの格付けを取得しています。 

 

   ③ 有利子奨学金の貸与制度及び資金調達制度の見直し 

     本機構では、平成 17 年 12 月の財政制度等審議会（財政投融資分科会）での利子補給金の財政負担軽減に係る議

論等を踏まえ、平成 19 年度から、第二種奨学金に係る貸与方法を見直すとともに、資金調達方法を工夫し、在学

中の利息負担の軽減及び貸与終了後の金利ミスマッチの解消を図っております。 

     この貸与制度及び資金調達制度の見直しの主なポイントは以下の通りです。 

     ア．貸与期間中（在学中）は無利息で奨学金の貸与が行われ、本機構は国から利子補給金を受けることとなるが、

この間の資金を低利な民間借入により調達し、奨学生からの返還が開始される貸与期間終了の際に、財政融

資資金等の長期資金への借換えを実施する。 

     イ．奨学生は、貸与金利について、利率固定方式、利率見直し方式（5 年毎の金利見直し）のいずれかを選択す 

る。 

   ウ．奨学金への貸与金利は、利率固定方式の場合には「元金均等償還、半年賦、借入期間 15 年超 16 年以内、う

ち据置 1 年以内」の財政融資資金借入金利を、また利率見直し方式の場合には「元金均等、半年賦、5 年金

利見直し貸付における当初 5 年間、借入期間 15 年超 16 年以内、うち据置期間 1 年以内」の財政融資資金借

入金利を適用する。 

    

（見直し前） （見直し後）

1年 1年

2年 2年

3年 3年

4年 4年

1年 1年

2年 2年

3年 3年

4年 4年

奨
　
学
　
金

貸
与
総
額

元利均等返還
【長期固定利率】

←返還利息は、財投借入の
　当初5年利率の加重平均
　 （上限３％）

（在学中無利息）

貸与期間 返還期間は卒業後最長20年

卒業（6ヶ月後返還開始）

資
金
調
達

財投資金【償還期間20年（うち4年据置）】等

（ミスマッチ）

奨
　
学
　
金

貸
与
総
額

元利均等返還
【固定・変動（5年金利見直し）】

←固定利率又は変動利率を選択
　返還利息は、貸与資金の財投への
　長期借換の際の調達条件とする
  （上限３％）

（在学中無利息）

貸与期間 返還期間は卒業後最長20年

卒業（6ヶ月後返還開始）

資
金
調
達

長
期
借
換

元金均等償還
【固定・変動（5年金利見直し）】

←奨学生の選択に応じ固定と変動で借入
　償還期間は、奨学金の返還期間を踏ま
　えギャップが生じないよう調整

（民間資金等を活用）

低利調達 償還期間→返還期間と同水準とする

利 息 発 生
（利子補給）

↑
（同　額）

↓
金利同条件

財投資金等に借換

元金均等償還
【変動（5年金利見直し）】

利 息 発 生
（利子補給）

（毎月借入）

 



 ④ 貸与奨学金以外の損益構造について 

   貸与奨学金以外の経費については、その他の業務にかかる経理区分として経理しています。これは、文部科学省・

国立大学、留学生関係公益法人から承継した業務及び、事業に係る経費、人件費及び管理費から構成されており、

国からの運営費交付金及び自己収入等で賄われています（通則法第 46 条）。 

（以下省略） 

 

 （７）平成 19 年度予算について（概要） 

 

 ○総予算額                     894,354 百万円（55,643 百万円増） 

           （収  入） 

            一般会計             143,858 百万円（8,497 百万円増） 

             うち、運営費交付金                  21,446 百万円（517 百万円減） 

            返還充当金             188,034 百万円（47,307 百万円減） 

       民間資金借入金                       58,592 百万円（皆増） 

            財政融資資金        383,200 百万円（35,900 百万円増） 

            財投機関債             117,000 百万円（増減なし） 

            自己収入               3,670 百万円（39 百万円減） 

         

（支  出） 
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            １．日本人学生への奨学金貸与事業          874,619 百万円（56,083 百万円増） 

             ●無利子貸与事業        248,871 百万円（4,267 百万円減） 

         ・34 万 3 千人 （7 千人増）＜大学・大学院等分＞ 

                 （4 万 1 千人減）＜高等学校等奨学金事業の都道府県移管分＞ 

     

        ●有利子貸与事業        572,664 百万円（44,824 百万円増） 

         ・67 万 6 千人（4 万 5 千人増） 

       【法科大学院生に対する奨学金 H18：7,369 人⇒H19 ：7,544 人（無利子 3,416 人、有利子 4,128 人）】 

        【奨学金貸与制度（有利子）による海外留学の支援 H18：3,132 人⇒H19：2,637 人】 

        ●育英資金返還免除等補助金・利子補給金      18,903 百万円（5,805 百万円増） 

        ●高等学校等奨学金事業交付金        28,800 百万円（9,837 百万円増） 

             ○奨学金貸与事業に係る経費             5,381 百万円（116 百万円減） 

 

            ２．留学生支援事業            13,294 百万円（243 百万円減） 

             ○私費外国人留学生等学習奨励費給付事業          8,053 百万円（32 百万円増） 

             【大学等（留学生）H18：11,350 人⇒H19：11,375 人（25 人増）】 

【日本語教育機関（就学生）H18：650 人⇒H19：675 人（25 人増）】 

○先導的留学生交流プログラム支援事業                      27 百万円（増減なし） 

    ・新規派遣 20 人 

○短期留学推進事業                    2,281 百万円（ 16 百万円増） 



受入 H18：1,600 人⇒H19：1,700 人（100 人増）、派遣 H18：665 人⇒H19：720 人（55 人増） 

        ○留学生交流事業             2,933 百万円（291 百万円減） 

       【留学生宿舎等の設置・運営】【日本留学試験の実施】【留学生に対する日本語教育】     

【留学生宿舎設置者に対する助成金支給】【留学生交流推進事業】【留学生への学資金給付経費】等 
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        ３．学生生活支援事業        87 百万円（21 百万円減） 

【学生支援業務関連研修】 

【情報等収集提供事業】 

【調査研究】   

 

        ４．その他      6,354 百万円（176 百万円減） 

          【人件費・一般管理費】 

（注）●は、運営費交付金対象外予算 

（  ）内は各事業における対前年度増減です。 

 

 

第2 事業の状況  

2 対処すべき課題 

（３）有利子奨学金の貸与制度及び資金調達制度の見直し 

   第二種奨学金についてはこれまで、貸与期間中は無利息であること、また奨学生に対して長期の固定金利を一

律適用する一方で、財政融資資金の調達金利は 5 年毎に見直される運用がなされてきましたが、こうした仕組み

により、金利のミスマッチが存在してきました。 

   この金利のミスマッチを減少、解消させるため、平成 19 年度新規採用者から貸与金利の見直しを行うととも

に、奨学金の原資となる資金調達の見直しも実施しております。 

   この見直しは、金利ミスマッチの減少を通じて、利子補給金の軽減へとつながる効果も期待され、今後の円滑

な制度運用に努めてまいります。 

（４）新情報総合管理システム（イクシス）の完全運用 

  「イクシス」は、奨学金の申込から返還完了までの管理を一元的に行う本機構の基幹業務システムであると共

に、外国からの留学生に対する留学生給与等の給付を行うシステムでもあります。このシステムを活用して奨学

金業務のサービスの向上並びに業務の簡素化・効率化を図っているところです。 

（以下省略） 

 

（５）個人情報の保護と情報公開 

  本機構が保有する情報の公開については、事業全般にわたりその内容を的確、積極的に公開するため、外部有識

者を含む「情報公開・個人情報保護委員会」を設置するなど、旧日本育英会が平成 14 年 10 月より情報公開室を

設置して以来、情報公開の推進に取り組んでいます。 

                     （以下省略） 
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3 事業等のリスク 

（２）国の政策に伴うリスク 

本機構は、国が関与すべき業務を実行する独立行政法人であり、国の政策の変化が本機構の業務、業績に影響

を与える可能性があります。平成 19年 6月 21日現在における本機構に関する行政改革の動向は以下の通りです。 

① 独立行政法人の業務の見直しについて 

平成 18 年 11 月 27 日に政策評価・独立行政法人評価委員会より主務大臣に対して「独立行政法人日本学生支

援機構の主要な事務及び事業の改廃に関する勧告の方向性について」が通知されました。これを踏まえ、文部科

学省は、平成 18 年 12 月 15 日に「『独立行政法人日本学生支援機構の主要な事務及び事業の改廃に関する勧告の

方向性について』における指摘事項を踏まえた見直し案」（以下「見直し案」という。）を行政改革推進本部へ提

出、平成 18 年 12 月 24 日、行政改革推進本部の議を経て「見直し案」が決定されています。「見直し案」につき

ましては以下の通りです。 

 

「独立行政法人日本学生支援機構の主要な事務及び事業の改廃に関する勧告の方向性について」における指摘

事項を踏まえた見直し案 

 

平成１８年１２月１５日 

文  部  科  学  省 

 

 「勧告の方向性」を踏まえ、次期中期目標においては、以下の事項を掲げることにより、事務及び事業の改

善を図る。なお、この見直しの考え方に従い、平成 21 年３月までの間に、大学等との役割分担を踏まえ、国の

施策と密接に連携しつつ、独立行政法人として真に担うべきものに特化・重点化するとともに、国の歳出の縮

減を図る観点から、また、特に融資等業務については、今般の政策金融改革の趣旨も踏まえ、検討を行い、次

期中期目標・中期計画を策定するまでに具体的なものにすることとする。 

第１ 奨学金貸与事業の的確な実施等 

 １ 奨学金の貸与の的確な実施等 

 奨学金貸与事業については、優れた学生等で経済的理由により修学が困難な者への奨学金の貸与により､教育

の機会均等の確保及び人材育成に資するという教育施策としての目的を十分踏まえ、真に支援を必要とする者

への貸与が行われるよう、貸与基準の厳格化とそれに沿った運用の徹底を図ることとする｡ 

また､在学中の適格認定制度等を活用し､学業成績等を踏まえた奨学生への修学上の指導の徹底を大学等に

依頼するとともに､奨学金の貸与の停止、奨学生としての資格の廃止等の措置を厳格かつ迅速に行うこととす

る。 

 なお、３％の貸付上限金利について、教育政策の観点等から、見直しを検討することとする。 

 

 ２ 奨学金の回収の強化 

 貸与した奨学金の回収については、事業の健全性を確保するため、抜本的な強化を図る必要があることから、

民間有識者を含めた検討体制の下で、その原因分析を行い、かつ、効果的な回収方策を検討・策定し、その着

実な実施を図ることとする。その一環として、現行の中期計画において掲げられている新規返還者の初年度末

の返還率に係る回収目標について、達成に向けた具体的方策を明らかにした上で早期にその達成を図るととも

に、延滞１年以上の者に対して法的措置を含めた延滞債権に対する回収の更なる強化を図り、次期中期目標・

中期計画においては、総回収率に係るものも含め現行の回収目標を上回る目標を具体的かつ定量的に設定する 
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こととする。その際、費用対効果の検証を踏まえつつ、回収業務の全面的な民間委託などを検討し、その結果

をも踏まえ職員数を削減することとする。 

 さらに、財団法人日本国際教育支援協会が実施する機関保証業務については、保証機関へ延滞債権のリスクを

安易に移転することにより保証機関の収支の健全性が阻害されることのないよう、債務保証の収支､代位弁済･

回収状況等を把握し､機関保証の妥当性を毎年度検証することとする｡ 

 

第２ 留学生支援事業の抜本的な見直し 

 留学生支援事業については、留学生政策全体における日本学生支援機構の役割を明確化した上で、見直しを

行なうこととする。 

 

 １ 国際交流会館等の抜本的な見直し 

 国際交流会館については、その運営実態等にかんがみ、今後の新設は停止することとする。また、現存する

施設については、管理運営業務に係る一般競争入札の導入による民間委託､市場化テストの活用等による経費の

削減に努めるとともに、老朽化した施設については順次廃止することとする｡ 

 また、「知的交流拠点の中核施設」として設置された東京国際交流館の施設であるプラザ平成については、当

面、市場化テストの活用により経費の節減を図るものとする。併せて、費用対効果の観点も含め機能の発揮状

況を検証し、その結果に基づき、施設管理運営業務について、現行中期目標期間の終了時までの間に、廃止（資

産の処分方策を含む。）を含めた在り方について検討し、結論を得ることとする。 

 

 ２ 日本語教育業務の抜本的な見直し 

 日本語教育業務については、民間の日本語教育機関の拡充の状況や現在の日本語教育センターの運営実態を

踏まえ、現行中期目標終了時（平成 20年度末）までに、対象を高等専門学校又は専修学校への進学を希望する

国費留学生及び外国政府派遣留学生を中心に特化していくため私費外国人留学生に係る学生数を半減するとと

もに、これに伴い、運営体制の見直しを行うこととする。 

 なお、次期中期目標期間（平成 21年度～25年度）において、引き続き私費外国人留学生に係る学生数の縮小

を図りつつ、文部科学省における留学生に対する日本語教育の支援方策等に関する検討の一環として、抜本的

な在り方の検討を行うこととする。 

  

第３ 学生生活支援事業の見直し等 

 １ 学生生活支援事業の重点化 

 学生生活支援事業については、大学等の自主的な取組を促すため、事業内容を厳選して実施することとする。  

 

 ２ 学生支援情報データベースの定期的見直し 

 現在構築中の学生支援情報データベースについては、各大学への調査を行い、利用状況や要望を把握すると

ともに、その構築に係る各大学の労力と同データベースから得られる効果を評価した上で、効率化・合理化・

有用性の観点から、定期的に整備計画の内容を見直すこととする。 

 

 ３ 各種研修等の重点化 

 研修事業等については､事業の効率化・合理化の観点から、各大学におけるノウハウの蓄積が十分でなく､適 

切な支援を行うことが困難な分野を中心に重点化し、整理･統合することとする。このため、体験ボランティア･ 
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学生ボランティア活動セミナーは廃止することとする｡  

 

第４ その他の業務全般に関する見直し 

 上記第１から第３に加え、業務全般について以下の取組を行うこととする。 

 

 １ 中期目標等における業務の重点化や効率化に向けた取組の明確化等 

 適切な評価や国民の理解に資する観点から、次期中期目標等において、国の政策目標における日本学生支援

機構の任務の位置付け、国・民間等との役割分担など、日本学生支援機構が担う任務・役割を明確にするとと

もに、その任務・役割との関係を踏まえた業務の重点化や効率化の方針を具体的に明記することとする。 

 その際、目標達成度の厳格かつ客観的な評価に資するよう、達成すべき内容や水準等を可能な限り具体的か

つ定量的に示すこととする。 

 また、事業ごとの厳格かつ客観的な評価・分析の実施を促進し、その結果を事業選択や業務運営の効率化に

反映させること等により見直しの実効性を確保するとともに、日本学生支援機構の財務内容等の一層の透明性

を確保する観点から、決算情報・セグメント情報の公表の充実等を図ることとする。 

  

 ２ 効率化目標の設定及び総人件費改革 

 一般管理費及び事業費に係る効率化目標について、現行の中期目標等と同程度以上の水準の目標を具体的に

示すとともに、業務の質の向上についても極力客観的かつ具体的な目標を示すことにより、一層質が高く効率

的な業務運営を目指すこととする。 

 その際、総人件費については、簡素で効率的な政府を実現するための行政改革の推進に関する法律(平成 18年

法律第 47号)等に基づき、５年間で５％以上を基本とする削減の着実な実施を促すとともに、役職員の給与に

関し国家公務員の給与構造改革を踏まえた見直しを促進することとする。 

 

 ３ 随意契約の見直し 

 第２に掲げたもののほか、業務の実施に当たり随意契約により委託等を行っている場合には、国における見

直しの取組（「公共調達の適正化について」（平成 18年８月 25 日付け財計第2017号。財務大臣から各省各庁の長

あて。））等を踏まえ、関連公益法人を始め特定の団体との契約の在り方の見直しなど不断の見直しを行わせる

こととし、一般競争入札の導入・範囲拡大や契約の見直し等を通じた業務運営の一層の効率化を図ることとす

る。 

 ４ 資産の有効活用等に係る見直し 

 日本学生支援機構が保有する国際交流会館の会議室等については、一般利用への開放などの効率的な活用を

促進し、自己収入の増加を図る等の観点から、見直しを行うこととする。 

 

② 市場化テストの導入について 

平成 18 年 12 月 22 日に閣議決定された公共サービス改革基本方針改定において、「東京国際交流館」の「プ

ラザ平成」の企画・管理・運営業務および広島国際交流会館の管理・運営業務について、市場化テストの対象と

することが決定されております。「公共サービス改革基本方針改定〈抜粋〉」につきましては以下の通りです。 

 

 

 



 

公共サービス改革基本方針改定＜抜粋＞ 

平成１８年１２月２２日閣議決定  

【別表】 

６．独立行政法人の業務 

事項名 措置の内容等 担当府省 

(７)(独)日本

学生支援機構

の「東京国際交

流館」の 

「プラザ平成」

運営等業務 

○ (独)日本学生支援機構の「東京国際交流館」の「プラザ平成」 

 について、「国際研究交流大学村」における産学連携の知的国際交流・情報

発信の拠点としての位置づけを踏まえつつ、企画・管理・運営業務について、

官民競争入札又は民間競争入札の対象とする｡このため､平成 19 年度に官民

競争入札又は民間競争入札を実施し､20 年度から落札者による業務を実施す

る。 

 

【措置に関する計画の策定】 

 上記措置を前提に､平成 19 年度に実施する入札等の実施予定時期､契約期間

等を内容とする計画を､監理委員会と連携しつつ、同年 5月末までに策定する。 

 

【入札等の対象官署･事業所の数･所在地】 

(独)日本学生支援機構「東京国際交流館」の「プラザ平成」(東京都) 

文部科学省

(８)(独)日本

学生支援機構

の国際交流会

館等の運営等

業務 

○ (独)日本学生支援機構の全国14箇所の国際交流会館のうち1館について､

現在､(財)日本国際教育支援協会に委託している管理・運営業務を民間

競争入札の対象とする｡このため､平成 19 年度に民間競争入札を実施

し､20 年度から落札者による業務を実施するとともに､その成果を検証

する｡ 

 

【措置に関する計画の策定】 

 上記措置を前提に､平成 19 年度に実施する入札等の実施予定時期､契約期間

等を内容とする計画を､監理委員会と連携しつつ、同年 5月末までに策定する。 

 

【入札等の対象官署･事業所の数･所在地】 

(独)日本学生支援機構の「広島国際交流会館」(広島県) 

 

【平成 20年度以降の事業における対象範囲等の拡大措置】 

 官民競争入札又は民間競争入札の更なる実施について、今後行う民間競争入

札の検証結果等も踏まえた上で検討する。 

文部科学省

 

 

③ 規制改革・民間開放の推進に関する第３次答申について 

平成 18 年 12 月 25 日に規制改革・民間開放推進会議が、「規制改革・民間開放の推進に関する第３次答申」を取

りまとめました。これを踏まえて、平成 19 年 6 月頃を目途に、規制改革に関する新３か年計画が策定されること

とされています。 
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規制改革・民間開放の推進に関する第 3 次答申＜抜粋＞ 

平成１８年１２月２５日 

規制改革・民間開放推進会議 

Ⅲ．各分野における具体的な規制改革 

１ 横断的制度等分野 

(３)官業民間開放   

③研究・研修等 

ウ 日本学生支援機構【平成 18 年度検討・結論、平成 19 年度中に措置】 

当該法人は、旧日本育英会や旧財団法人日本国際教育協会などが統合され、教育の機会均等に寄与する

学資の貸与や留学生の交流の推進等を目的とした事業を実施することを目的として、平成 16 年４月に設立

された独立行政法人である。 

当該機構が国の教育施策の一環として実施している奨学金貸与事業は、一方では政策金融機関類似の業

務であり、金融業務として適切・効率的に実施されているか、「民間でできることは民間に委ねる」ことが

できないか等の観点から、見直しが行われるべきである。まず、回収業務については、平成 17 年度におけ

る要回収額に係る回収率は 78.2％、平成 16 年度の 77.9％に比して向上はしているが、引き続き回収率の

更なる向上についての分析と方策を検討し、業務の効率化、合理化の観点から、費用対効果の検証を踏ま

えつつ、回収業務について民間に委ねられる業務については、積極的に民間委託を進めるべきである。 

また、融資業務についても、より効率的・効果的な業務運営を推進する観点から、民間活用について検討すべ

きである。 

さらに、学生生活支援事業については、学生向けに開催している各種イベント（セミナー、フェスタ等）、教

職員向けの研修、月刊誌発行事業等に関して、対象者の間における認知度やニーズの観点から、効率的・効果的

な運営が行われているかを把握し、学生生活支援に関する大学等の自主的な取組を促すための支援という観点か

ら当該機構の実施する学生生活支援業務の対象を厳選し、必要性の少ない事業については統合や廃止を検討する

べきである。 

 

（４）金利リスク 

第一種奨学金については、本機構から奨学生への貸与及び貸与の財源となる本機構による国の一般会計からの借

入れともに無利息で行っているため金利リスクは発生しません。 

第二種奨学金については、本機構の財政融資資金からの借入利率（財投機関債により調達した資金を充てる場合

は、当該機関債の利率と財政融資資金からの借入利率を加重平均した利率）が 3％を超える場合には、本機構に金

利負担が発生することになりますが、当該金利負担はこれまで一般会計からの利子補給金により補填されています。 

一方、本機構から奨学生への貸与は「卒業後最長 20 年の固定金利」（元利均等払い）であるのに対し、貸与の

財源となる財政融資資金からの借入は 20 年償還（うち 4 年据置）の 5 年毎金利見直し」（元利均等払い）である

ため、金利見直し時に金利変動のリスクがあります。さらに、現在の財投機関債での調達においても貸与期間とマ

ッチしていないことから再調達時の金利リスクが存在します。 

ただし、機構法 23 条により政府は毎年度予算の範囲内において本機構に対し、学資の貸与にかかる業務に要す

る経費の一部を補助することができることとされており、これまでは当該金利負担分は3％を超える場合と同様に、

利子補給金により補填されてきました。 

このように、現状においては金利リスクは限定的となっていますが、今後国の政策変更等により、こうした金
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利リスクが顕在化する可能性があります。 

なお、こうした金利リスク軽減の観点から、平成 19 年度より、有利子奨学金の貸与制度及び資金調達制度の

見直しを実施しています。 

 

第 4 法人の状況  

2 役員の状況 

役員の定数は機構法第 7 条の規定により、理事長 1 人、理事 4 人以内及び監事 2 人を置くとされており、 

機構法第 9 条の規定により理事長の任期は 4 年、理事及び監事の任期は 2 年となっております。 

平成 19 年 6 月 21 日現在の役員は、次のとおりです。 

役 職 氏 名 任 期 経 歴 

理事長 
北原 保雄 

 

平成 16 年 4 月 1 日～ 
  平成 20 年 3 月 31 日 

昭和 35 年 4 月 東京都公立学校教員採用 
昭和 43 年 4 月 和光大学人文学部講師 
昭和 46 年 4 月 和光大学人文学部助教授 
昭和 49 年 4 月 筑波大学文芸・言語学系助教授 
昭和 59 年 9 月 筑波大学文芸・言語学系教授 
平成 2 年 4 月 筑波大学文芸・言語学系長 
平成 5 年 4 月 筑波大学付属図書館長 
平成 10 年 4 月 筑波大学長 
平成 16 年 4 月 本機構理事長 

理 事 
 

矢野 重典 
 
 

平成 19 年 4 月 14 日～ 
  平成 20 年 3 月 31 日 
 

昭和 46 年 4 月 文部省採用 
平成 11 年  7 月   文部省教育助成局長 
平成 13 年  1 月   文部科学省初等中等教育局長 
平成 15 年  7 月   文部科学審議官 
平成 16 年  7 月   国立教育政策研究所長 
平成 19 年 4 月 本機構理事 

理 事 長谷川 裕恭 
 

平成 18 年 4 月 1 日～ 
平成 20 年 3 月 31 日 

昭和 49 年 4 月 文部省採用 
平成 12 年 6 月 文化庁文化財保護部長 
平成 13 年 １月 文化庁文化財部長 
平成 13 年 7 月 東京工業大学事務局長 
平成 14 年 11 月 東北大学事務局長 
平成 16 年 4 月 (独)大学評価・学位授与機構理事 
平成 18 年 2 月 本機構理事 
平成 18 年 4 月 再任 

理 事 簑島 則和 
 

平成 18 年 7 月 10 日～ 
  平成 20 年 3 月 31 日 

昭和 43 年 3 月 日本生命保険相互会社入社 
昭和 63 年 7 月 (株）ニッセイ基礎研究所出向、金融研究部長 
平成 年 月 ニッセイ 10  3  投資顧問（株）（現ﾆｯｾｲｱｾｯﾄﾏﾈｼﾒﾝﾄ（株）） 
   出向、取締役 
平成 13 年 3 月 同社常務取締役 
平成 15 年 6 月 同社常任監査役 
平成 18 年 7 月 本機構理事 

理 事 大貫 賢一 
 

平成 19 年 1 月 1 日～ 
  平成 20 年 3 月 31 日 

昭和 42 年 4 月 日本育英会採用 
平成 15 年 4 月 日本育英会総務部長 
平成 16 年 4 月 本機構総務部長 
平成 18 年 1 月 本機構参与（兼）支部総括室長 
平成 19 年 1 月 本機構理事 

監 事 佐藤 正行 
 

平成 19 年 4 月 1 日～ 
  平成 20 年 3 月 31 日 

昭和 52 年 4 月 学校法人慶応義塾採用 
平成 17 年 11 月 慶応義塾大学学生総合センター事務次長 
平成 19 年 3 月  慶応義塾塾監局参事 
平成 19 年 4 月 本機構監事 

監 事 
（非常勤） 

中野 陽一 
 

平成 18 年 4 月 1 日～ 
  平成 20 年 3 月 31 日 

昭和 49 年   法人(現あずさ監査法人)採用 新和監査

平成 元年   中野公認会計士事務所開設 
平成 16 年 4 月 本機構監事 
平成 18 年 4 月 再任 

 

  第３ 参照書類を縦覧に供している場所 
 
   東京都新宿区市谷本村町 10－7 

     独立行政法人日本学生支援機構市谷事務所 


